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第
一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項

一

工
場
等
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
事
業
を
行
う
者
が
講
ず
べ
き
措
置

（
一
）
工
場
等
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
事
業
を
行
う
者
は
、
次
の
各
項
目
の
実
施
を
通
じ
、
設
置
し

て
い
る
工
場
等
（
連
鎖
化
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
連
鎖
化
事
業
者
が
行
う
連
鎖
化
事
業
に
加
盟
す
る
者
が

設
置
し
て
い
る
当
該
連
鎖
化
事
業
に
係
る
工
場
等
を
含
む
。
以
下
（
一
）
及
び
第
二
の
一
に
お
い
て
同
じ
。）に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
又
は
電
気
需
要
平
準
化
評
価
原
単
位
（
電
気
の
需
要
の
平
準
化
に
資
す
る
措

置
を
評
価
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。

{

工
場
等
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
実
態
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
取
組
等
を
把
握

す
る
こ
と
。

|

工
場
等
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
の
取
組
を
示
す
方
針
を
定
め
、
当
該
取
組
の
推
進
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
。

}

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
企
画
推
進
者
を
中
心
と
し
て
、
工
場
等
全
体
の
総
合
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
。

~

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
設
備
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
優
れ
、
か
つ
、
効
率

的
な
使
用
が
可
能
と
な
る
も
の
を
導
入
す
る
こ
と
。

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
向
上
及
び
効
率
的
な
使
用
の
観
点
か
ら
、
既
設
の
設
備
の
更
新
及
び
改
善
並
び

に
当
該
既
設
設
備
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
制
御
等
の
用
に
供
す
る
付
加
設
備
の
導
入
を
図
る
こ
と
。

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
設
備
の
運
転
並
び
に
保
守
及
び
点
検
そ
の
他
の
項
目
に
関
し
、
管
理
標
準
を
設

定
し
、
こ
れ
に
準
拠
し
た
管
理
を
行
う
こ
と
。

〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
六
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

八
月
十
三
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
三
号
を
も
っ
て
公

示
し
た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金

融
機
関
を
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

名
称

株
式
会
社
百
十
四
銀
行

二

住
所

香
川
県
高
松
市
亀
井
町
五
番
地
の
一

〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
七
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
十
三
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
八
号
を
も
っ
て

公
示
し
た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定

金
融
機
関
を
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
次

の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

名
称

株
式
会
社
十
八
銀
行

二

住
所

長
崎
県
長
崎
市
銅
座
町
一
番
十
一
号

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
八
十
九
号

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十

四
号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
消

防
用
施
設
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
消
防
用
施
設

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十

四
号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
消

防
用
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
消
防
用
施
設
と
す
る
。

一

消
防
本
部
又
は
消
防
署
若
し
く
は
そ
の
出
張
所
の
庁
舎
の
う
ち
耐
震
改
修
が
必
要
で
あ
る
も
の
又
は
津
波
対
策
の

観
点
か
ら
移
転
が
必
要
で
あ
る
も
の

二

消
防
の
用
に
供
す
る
自
家
発
電
設
備
又
は
自
家
給
油
設
備

三

地
震
災
害
時
に
お
け
る
救
助
活
動
等
に
係
る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
消
防
用
車
両
、
航
空
機
又
は
資
機
材

四

消
防
救
急
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
防
災
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
消
防
用
施
設

附

則

こ
の
告
示
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
九
十
一
号

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
国

と
の
間
の
協
定
に
つ
い
て
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
政
府
は
、
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
法
上
の
手

続
の
完
了
を
通
告
し
、
我
が
国
政
府
は
こ
れ
を
平
成
二
十
五
年
八
月
十
三
日
に
受
領
し
た
。
我
が
国
政
府
は
、
平
成
二

十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
に
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
法
上
の
手
続
の
完
了
を
通
告
し
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
国
政
府
は
こ
れ
を
同
日
に
受
領
し
た
。
よ
っ
て
、
同
協
定
は
、
そ
の
第
二
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
平
成
二

十
六
年
一
月
二
十
四
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
七
号
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る

基
本
方
針
を
定
め
た
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
原

伸
晃

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
基
本
方
針

燃
料
資
源
の
大
部
分
を
輸
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
下
に
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年

の
国
民
経
済
の
発
展
に
伴
う
生
産
、
流
通
及
び
消
費
の
拡
大
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
を
背
景
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
量
は
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
が
û
迫
す
る
お
そ

れ
は
、
恒
常
的
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
主
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
起
因
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
等
に
よ

る
地
球
温
暖
化
は
、
人
類
の
生
存
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
状
況
に
鑑
み
る
と
、
電
気
の
需
給
の
安
定
化
の
観
点
か
ら
、
需

要
側
に
お
い
て
も
電
気
の
需
要
の
平
準
化
に
向
け
た
取
組
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
工
場
又
は
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
（
以
下
単
に
「
工
場
等
」
と

い
う
。）、
輸
送
、
建
築
物
、
機
械
器
具
等
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
電
気
の
需
要
の
平
準
化
（
以
下

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
」
と
い
う
。）を
総
合
的
に
進
め
る
見
地
か
ら
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
。
当
該
事
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が
国
民
経
済
の
発
展
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
の
推
進
に
依
存
す
る
と
と
も
に
、
産
業
構
造
、
企
業
行
動
、
交
通
体
系
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
他
の
社

会
の
あ
り
方
の
変
化
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。
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